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連 鎖 販 売 に み られ る 「宗 教 性 」 の 一 考 察
一企業理念 とニューエイジ思想 との比較を通 して一
木 島 由 晶
1.本 稿 の 目的
本稿 は 、連鎖 販売 の企 業理 念 とニ ューエイ ジ思想 との異 同 を探 るこ とに よって 、
この商法 に 内包 してい る とされ る 「宗教性 」 の一端 を明 らか にす るもので あ る。
連鎖販 売 とは、訪 問販 売(directselling)の一 種 に位 置 づ け られ 、企 業 と契約 を
結 ん だ販 売 員(「デ ィス トリビュー ター 」 と呼 ばれ るこ とが 多い)が 、 自身 が スポ
ンサー とな って新 規 の販売員 を勧誘 ・育成 し、そ れ に よって築 き あげ られ た グルー
プ全体 の収 入 の うち、一部 をマー ジ ン と して受 け とる こ とで生 計の糧 とす るもの の
ことをい う。
近年 で は 「ネ ッ トワー ク ビジネ ス」 とも呼 ばれ るこの商 法 は、営利 活動 と して経
営学 的に注 目 され るばか りで な く、販売 員 の意識 の あ り方 な どに も興味深 い特徴 が
あ る とみ な され てお り、社 会 学的 な研 究 も進 め られ て い る。なかで も注 目され て い
るの は、そ の 「宗教性 」で あ り、連鎖 販売 は 「宗 教 の よ うな ビジネ ス」 として 、 と
くに1990年代 に入 って以 降は、 宗教社 会学者 のみ な らず 、一般 の 人び とか らも広
く関 心を もたれ る よ うにな った(木 島,2002)。
だ が、それ に もかか わ らず 、連鎖販 売 の 「宗教性 」が いか な るものか とい う点 に
つい ては 、 これ ま で あま り深 く探 求 されて きた とはい いが たい。 そ こで本 稿 では 、
従来 その関 連 を指摘 され て きた、ニ ュー エ イ ジ思 想 との比 較 におい て企業 理念 を検
討 し、連 鎖販 売 にみ られ る 「宗教性 」 の一端 を明 らか にす るこ とを試 み る。
議論 はっ ぎ の よ うに進 め る。は じめ に、連鎖 販売 が 「宗教 的 」 とみ な され てい る
根 拠 を確認 し(第2節)、 っ ぎに、代表 的 な5つ の企 業 を主 な対 象 と して、そ こに
み られ る企業 理念 の特 徴 を整 理す る(第3節 ・第4節)、 最 後 に、 ニ ュー エイ ジ思
想 の特徴 を整 理 した うえで、 両者 の比 較 をお こない 、連鎖販 売 に特 有 の 「宗教 性 」
につい て検 討す る(第5節)。
2.先 行研究の整理 と本稿の位置づけ
連鎖販売が社会学的に注 目されは じめたのは1990年代以降であり、現在 では、
多 くの社会学者のあいだで、それを宗教現象になぞ らえて理解す る見方が一般化 し
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てい る。これ には さま ざま な理 由が 考 え られ るが、 とくに 日本 にお いて は 「宗教情
報 ブー ム」(島薗,1992)の影響 を欠 くこ とはで きない。
「宗教情 報 ブー ム」 とは、一 部 の新(新)宗 教 が 「槍 玉 」に あげ られ るこ とで、
宗 教 団体そ の もので は な く、宗教 につ いて 語 る こ とが流行 した こ とをい う。宗教社
会 学者 の井 上順 孝 は、オ ウム真 理 教 の よ うな教 団 が社会 的 に注 目され た こ とで 、あ
たか も新(新)宗 教全体 が 「うさん くさい もの」で あ るか の よ うに語 られ る風 潮 が
広 ま った と述 べて い る(井 上,1996)。
新(新)宗 教 へ の社会 的 関心 の高 ま りは、当然 、教 団成 立の経緯 な どに も人び と
の 目を向 け させ るが 、それ はまた 、自己啓 発セ ミナーや 連鎖 販売 との関係 を知 ら し
め るこ とに もつ なが って い く。 た とえ ば、1999年にマ ス ・メデ ィア を に ぎわ した
ライ フ ・スペー ス は、当初 、 日本 初 の 自己啓発 セ ミナ ーで あ るライ フ ・ダイ ナ ミク
ス社(1978年営業 開始)の 分社 として営業 を開始 した ものだ が、1992年ごろか ら
しだ いに宗 教 団体へ と活 動方針 を一 変 させ て話題 とな った(宝 島,1999:105-115)。
また 、 ライ フ ・ダイナ ミクス社 とはそ もそ も、1970年代 の 半ば に営業 して いた連
鎖 販売 の企 業 、APOジ ャパ ンの社 員 が 、そ こで つ ちか った販 売員 教 育の ノ ウハ ウ
を も とに設 立 した ものであ る(井 上芳保,1996)。
ま た、 これ らの団体 に は、思想 的 な背 景 にお い て も共 通 の基盤 が あ る と され る。
宗 教社 会学者 の小池 靖 に よる と、連鎖販 売 の思想 的なル ー ツに は、ア メ リカ合 衆 国
の 「国教 」(森,1996)ともい うべ き民衆意 識 、す なわ ち 「調 和 の宗教 」が あ る。調
和 の宗 教 とは、 「精 神 的安 定、 肉体 的健康 、物 質 的繁 栄 が人 間の コスモ ス との調 和
か ら生 じる とす る考 え方」 で あ り、 これ が世 俗 化 して 、1950年代 の 「黄金 の繁 栄
期 」 には、 「積 極 思考 」(positivethinking)となって 流行 した。周 知 の よ うに、積極
思 考 とは、何 事 も前 向き に考 え、成 功す るこ とを願 えば、そ の 「夢 」は いつ か きっ
と叶 うとい う自己啓発 的 な考 え方 を さす 。小池 は 、この積極 思考 が ニ ュー エ イ ジ運
動 、 自己啓 発 セ ミナ ー の 「気 づ き」(self-awareness)の哲 学、 そ して連 鎖販 売 の企
業 理念 に色濃 く反 映 してい る と指摘 して い る(小 池,1996;1998;2007)。
要す るに、一部 の新(新)宗 教 、 自己啓 発 セ ミナー 、連 鎖販 売 は、同 じ幹 か ら派
生 した枝 の よ うな 関係 にあ り、以 上の こ とか ら、連 鎖販 売 は現 代社 会 の 「擬 似 宗教 」
(pala-religion)のひ とつ とみ な され る よ うにな った と考 え られ る。 宗教 仕 会 学者
のA.L.Greilによる と、 「擬 似 宗教」 とは 「一見 す る と非 宗教的 だ が、組織 宗教 と
共 通す る諸 特徴 をもつ もの、また は、世俗 的 な事 業 であ りなが ら究極 的 関心 にか か
わ るもの」 を さす(Grei1,1993:156)。Greilは具 体例 と して、ア ム ウェイや シ ャク
リー な どの連 鎖販 売 の団体 、毛沢東 の信奉 者 グル ー プな どの政 治団体 、自分 の 人生
の変 容 をか かげ るダイエ ッ ト・プ ロ グラム を提供 した り、健康 食 品 をあつ か った り
す る医療 ・健康 団体 な どを挙 げてい る。
もっ とも、以上 の研 究 には大 きな課題 も残 され てい る。 とい うの も、これ ま で指
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摘 され て きた の は、あ くまで既存 の宗 教 団体 な ど との類似性 ・共通性 で あ り、連鎖
販 売 に特有 の 「宗教性 」にまで踏 み こん だ もので はない か らだ。宗教 社:会学者 の 島
薗進 が述 べ る とお り、 現代社 会 が 「聖 の商 業化 」(1992)した段階 に位 置づ け られ
る とすれ ば 、 「宗 教の よ うな ビジネ ス 」 とみ な され る連鎖 販 売そ の もの に も、 もっ
と光 を 当て られ て しか るべ きだろ う。「
そ こで本稿 では、連鎖販 売 の 「宗 教性 」を探求す る試 みの 一端 と して、小 池 の研
究 を引 き継 ぐ形 で 、企 業理念 の特徴 を よ り深 く検 討 して い く。す な わち＼小 池 の場
合 は 、連鎖 販 売 を現 代 にお ける 「セ ラ ピー文化 」の一種 と とらえ、そ こにみ られ る
積 極思 考 のみ に対象 を しぼって い るが、本稿 で は、連 鎖販売 を現 代 にお け る 「擬 似
宗教 」の一 種 とと らえ、企 業理念 とニ ュー エイ ジ思想 との包 括 的な比 較 ・検 討 をお
こな うこ とで、 それ 以外 の特徴 を抽 出す るこ とをめ ざす。
とはい え、もちろん本稿 で はす べ ての企 業 を と りあ げ られ るわ けで はな い。 ここ
では 、業界 を牽 引 して きた伝 統的 な5つ の企 業一一 ア ム ウェイ社 、タ ッパ ー ウ ェア
社 、 シャ ク リー社 、メア リー ・ケイ 社 、ホー ムイ ンテ リア ・ア ン ド・ギフ ツ社 一一
を主要 な対象 と し、創業者 の記 した 一般書 と、企 業 が配 布 してい る公 式パ ンフ レ ッ
トに焦 点 を しぼ って検 討 を加 えてい く。 これ らを検討 す るこ とで 、企 業理念 の 特徴
はおおづ かみ に把握 で きる もの と思われ る。
連 鎖販 売 にお ける企 業理念 は 、さま ざま な形 で伝 え られて い るが、核 とな る もの
が2つ あ る。 す な わち、 「ア ン トレプル ナ リズ ム」 と 「製 品のイ デオ ロギー」 で あ
る(Biggart1989)。どち らもきわめて経 済合 理性 に基づ くものの よ うに思 え るが 、
単純 に道 具 的 ない しは利益 のた めの手 段 と割 り切れ ない側 面 を もってい る。順 番 に
検討 してい こ う。
3.愛 国心 とキ リス ト教
連 鎖販 売 を採用 す る企業 は、その ほ とん どがア メ リカで発祥 した もの で あ り、企
業理 念 には合 衆 国の精神 風 土が色濃 く反 映 して い る。そ のひ とつ が 「ア ン トレプル
ナ リズム」で あ り、M.Weberのい う 「プ ロテ スタ ン トの倫 理」(Weber,1905=1989)
に も通ず るよ うな、敬度 で 、独 立独 行 を美徳 と し、富 の蓄積 を尊重 す る姿勢 をその
中核 と してい る。
もっ とも、Weberのい うそれ と比べ る と、 「ア ン トレプル ナ リズム」 は よ りア メ
リカ ナイ ズ され てい る。端 的 には 、合 衆国 へ の愛国 心 と、キ リス ト教的 な倫理 観 と
が結 び つ いた もの と考 え る とよい。 前者 は、 ア メ リカ の伝 統 とされ る開拓 者 精神
(frontierspirits)を賛美す る もので あ り、後 者 は、聖 書 の黄金 律(goldenrule)に
み られ るよ うな、他 人へ の ほ どこ しが 自分の ほ どこ しに な る とす る愛 他心 をい う。
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3.1.「 自 由企 業」
連鎖 販売 にお ける愛 国的な心 情は 、企業 の社名 に もっ ともよ く表れ て い る。実際 、
この 業界 に は、アメ リカ的 な 「成 功の理想 」を象 徴す る社名 が きわ めて多 い。た と
え ば、ア ム ウェイ社 の社名 の 由来 は、"Americanwayoflife"を短 縮 した もの であ る
1)
。ユ ナイ テ ッ ド・サイ エ ンス ・オ ブ ・ア メ リカ社 は、その頭文 字 を とる と"U.S.A"
にな る。 カ リフ ォル ニ アに本拠 をお く、ア メ リカ ン ・ドリーム ・イ ン ター ナ シ ョナ
ル 社 の企 業 ロ ゴはハ ゲ鷲 であ る。フ ォー チ ュ ン ・コー ポ レー シ ョン社 や 、トー タル ・
サ クセ ス社 の社 名 も同様 に、 「成 功の 理想 」 と関連 づ け られ てい る。 この よ うに 、
ア メ リカの文 化的 シ ンボル をも じっ た社・名は、枚 挙 にい とま がない。
この 「成 功 の理 想 」は、販売 員 に対 して は しば しば 「自由企 業」(freeenterprise)
とい う概念 で語 られ て きた。これ は第一 に、あ らゆ る人び とに機 会 の平等 が保 障 さ
れ てい る とい う考 え をもつ 。た とえばア ム ウェイ社 で は、自由企業 の理 念 は 「自由」
「平等 」 「安全 」の3点 に集 約 され る。 まず 「自由」 とは、活動 の意 思 が販売 員 の
自主性 に委 ね られ てい るこ とを さす。 彼/彼 女 らは アム ウェイ社 の社 員で はな く、
企 業 と契約 を結 ん だ個人 事業主 と して扱 われ てい る。つ ぎに 「平等 」 とは、販 売員
の資格 にわ けへ だ てが ない こ とをい う。財 産 、地位 、性 別、職 業、収入 、勤 続年 数 、
家 族構 成 な どに関係 な く、社 会人 で あれ ば だれ で も販 売員 にな る資格 が あ る。最後
に 「安 全 」 とは 、販売員 が新 規 に ビジネ ス を展 開す るにあた って、元手 を ほ とん ど
必 要 と しない こ とを さす(登 録 費 は8,000円程 度)。そ のた め、万 が一 ビジネ スに
失 敗 して も、 リス クは最 小 限にお さえ られ る とい う2)。
第 二 に、 「自由企 業 」の理 念 は能 力主 義(melitocracy)と結 びつ い てい る。 つ ま
り社会 的 な地位 と財 政 的な報 酬 は、個 人 の果 た した成 果 にお うじて分 配 され 、実 績
の とぼ しい人 は評価 が低 い一 方で 、実績 を あげた ぶん だ け高 い評価 が認 め られ る と
い う考 え方 であ る。そ して能 力主義 は、人 び とが 自分 の生活 を コン トロー ル で き る、
また は も しも困難 に挑戦 すれ ば、自力 で道 を開拓 で きるはず だ とい う信念 に基づ い
てい る。
3.2.「 思 いや りの ある資本 主義」
もっ とも、連 鎖販 売 にお け る 「ア ン トレプル ナ リズ ム」は 、単 に メ リ トク ラテ ィ
ックに個人 の成 功 を称揚 す る もの では ない。特徴 的 なの は、それ が キ リス ト教的 な
倫 理観 と深 く結び つい てい る ことで あ る。
この場合 の キ リス ト教 は、たい てい宗 派 を もたず 、た だ人 び との 生活 の中 に神 を
もち続 け る こ とを推奨 す る もの で あ る。 こ うした傾 向 が と くに 強い の が、 メア リ
ー ・ケイ 社、 な らび にホー ムイ ンテ リア ・ア ン ド ・ギ フツ社 で あ る。双方 の創 業者
で あるMaryKayAshとMaryCrowleyはと もに 、販売 員 に 「神 が1番 、家族 が2番 、
キ ャ リア が3番 」(Godfilst,Fa皿ilysecond,Careerthird)とい った考 え方 を推奨 して
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い る。 さ らに、ビジネ ス活動 をお こな うに あたって 、飲 酒や 喫煙 を禁止 してい る点
で も共 通 してい る(Ash,1981:7章;Crowley,1980など)。
企業 哲学 に、新約 聖 書の黄 金律 をふ くむ もの も多い。 す なわ ち、『マ タイ に よる
福 音書 』『ル カ福音 書』 の教訓 で あ り、端 的 には`Doasyouwou玉dbedoneby.'(おの
れ の欲 す る と ころを人 にほ どこせ)と い うもので あ る。シャク リー 社 では これ とま
った く同 じ黄 金律 が成 文化 され て い るが(Shaklee,1973)、ア ム ウェイ社 で も この
教 訓 は 「思 いや りの あ る資本 主義 」(comp皐ssionatecapitalism)とい う言 葉 で表現 さ
れ て い る(DeVbs,1993)。これ は、他 人へ の ほ どこ しが最 終的 に 自分 の ほ どこ しに
な る とい う互酬性 の考 えを根 底 にお き、公 益 に くみす る財や サー ビスを提供 す るこ
とが 、当人 の社会 的 ・経済 的 な成 功 につな が る とい う意味 を もつ。
こ う して創 業者 は、利 己的 に物質 的 な報酬 を追 い も とめ るこ と と、愛 他的 に他 人
の成功 をサポ ー トす るこ ととの両立 が可 能で あ る と説 く。アム ウェイ社 の創 業者 の
一 人 で あるRichardDeVbsによる と、 ア ム ウェイ社 自身 が他 人 に ビジネ ス ・チ ャン
スを提 供 し、発 展 して きた もので あ るか ら、この理念 は現代 の資本 主義 社会 におい
て もなん ら矛 盾 しない、す な わち 「実 現 可能 な夢」(apossibledream)であ る とさ
れ る(DeVbs,1993)。
4.製 品 の イ デ オ ロ ギー
企 業理 念 の もつ、 も うひ とつ の特徴 が 「製 品のイ デオ ロギー 」で あ る。 これ はつ
ま り、企 業 の提供 す る製 品や サー ビスが 、特別(onlyone)なもので あ り、 愛用者
の意 識や 行動 を、なん らかの意 味で 変革 させ るカ を もつ とい う信 念 を さす。そ して
連鎖 販売 の企 業 は、「ア ン トレプル ナ リズ ム」に重 きをお くか、「製 品のイ デ オ ロギ
ー 」 に重 き をお くか に よって、大 き く2つ に区別 す る ことが で きる3)。
た とえ ば、ア ム ウェイ社 の よ うに 「ア ン トレプル ナ リズム 」が強 固 な美 徳 となっ
て い る企 業 で は、 「製 品 のイデ オ ロギー 」 は相対 的 に弱い。 もち ろん、 ア クテ ィブ
な販 売員 に とって、スーパ ーマ ーケ ッ トや コ ンビニエ ンスス トア、デパ ー トで買 え
る製 品 よ りも、 ア ム ウェイ社 の製 品が 「良い もの」 であ る こ とは信 じ られ てい る。
とはい え、 それ は 中心的 な価値 を 占めな い。 む しろ、 ビジネ スへ の機 会(らusiness
oppoltunity)、っ ま り個 人事 業主 と して 活動 す るチ ャンスや 、他 人 にそ の チ ャ ンス
を広 め るこ との方 が 、販 売員 に とって は よ り重要 で あ る。換言 す る と、彼/彼 女 ら
は第 一 に 「夢」や 「チ ャ ンス」を売 って い るので あ り、製 品 はそ こか ら生 まれ る副
次的 な もの にす ぎない。そ の意味で は 、ビジネスへ の機会 を提供 す る こ とが 、ア ク
テ ィブ な販 売員 に とっての 主力 な 「製 品」 といえ る。
一 方 で、タ ッパ ー ウェア社 の よ うな企 業 で は、製 品の クオリ テ ィにそ の 中心的 な
価 値 がお かれ てい る。つ ま り販 売員 は、品質 を第一 義 に して売 るの で あり、個 人事
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業 主 と して活動 す るこ との メ リッ トはそれ ほ ど強調 され ない。そ して、この場合 の ・
ビジネ ス活 動 は、たいて いっ ぎの よ うな手順 をふむ。す なわ ち、(1)まず販 売員 が
ホー ムパー テ ィな どで、製 品や そ の背後 にあ るイデ オ ロギー のす ば ら しさを強調 し、
(2)それ を よ く理解 した人 のみ が販 売 員 と して企業 に登録 し、(3)そ うして は じ
めて 、他 人 に も売 るよ うに うな が され る とい う手順で あ る。 した が って、この タイ
プの連鎖 販売 は、 日本 で は 「愛用者 紹介 方式 」な どと呼ばれ てい る。
それ で は、 「製 品 のイデ オ ロギー 」 とは 具体的 に どの よ うな もの な のか。 それ は
企業 の と りあつか う製品 によってまちまちであ り、そ こには洗剤や化粧 晶な どの 日用
品か ら、浄 水器 や鍋 な どの耐久消費財 までがふ くまれ る。 しか し業界全体 でみれ ば、
製品 にふ くまれ るイデ オロギーは、基本的 につ ぎの3つ に整 理す る ことがで きる。
4.1.健 康 志向 ・覆 境主義
まず 、栄養補 助食 品 な どをあっ か う企 業 では 、製 品 の愛 用 は個 人 の健康 を増 進 し、
自然 環境 をお びや か さない もの として 、健 康 志 向や 環境 主義 の理念 と結 びつ け られ
てい る。そ の傾 向 は、シ ャク リー社 、ア ヴァ ・ケ ア社、ハー バ ライ フ社 、ニ ュー ト
リ ・メテ ィクス社 、ユナイテ ッ ド ・サイ エ ンス社 な どで と くに強い。
た と えば シ ャ ク リー社 の それ は、 元 カ イ ロプ ラ クテ ィ ック 医で あ ったForrest
Shakleeの信 念や 理想 に基づ い てい る。Shakleeの哲 学 は 「人 間 と自然界 との適切 な
関係 」 にあ り、 それ は企 業のモ ッ トー で あ る 「自然 との調和 」("lnHarmonywith
Nature")に示 され てい る。企 業パ ンフ レッ トにはつ ぎの よ うな記 載 が ある(Shaklee
Co.,2000:2)。
シャク リー社で作 られた製品は、天然の健康の感覚で満 ちあふれている点が違 う。
それ は自然 との調和をもたらす環境が生み出 したものである。
Shakleeは、土 にか え らない製 品 を乱雑 に使 う時代 は終わ り、人 び とが 自然 のバ
ラ ンスを崩 さない、環境 に調 和 した世 界が到 来す る と考 えて い る。彼 に よれ ば 、私
た ちの食 べ物 に栄養 が 欠 けてい るの は、人び とが外 面 だけの商 業的 な理 屈 を発展 さ
せ て きた ため で ある(Shaklee,1973)。シ ャク リー 社 は栄 養食 品 の販 売 か らは じま
ったが 、今 日では 、合 成 ク リーナ ー、個 人 ケア製 品、化学肥 料 な ども販 売 して い る。
それ らの製 品はす べて 天然 の もので、Sbakleeの哲 学 を反 映 してい る とい う。つ ま
りそ れ らを愛 用す るこ とで、個人 の健 康 を促 進 す るだけ でな く、社 会 とのか かわ り
を促 進 し、環 境 に意識 的 な生活 に組 み こまれ る こ とが期待 され てい る。愛 用者 はシ




つ ぎに、製 品の愛用 が 自己の啓 発 を うながす とい うイデ オ ロギー が あ る。これ は
化粧 品 を あつか う企業 に多 いが、衣 類 、 アクセ サ リー 、そ の他 「美 しくす る もの」
全般 をあつ か う企 業 に多い。た とえ ばメア リー ・ケイ社 に は、身 だ しなみ に気 を配
って外見 を磨 くこ と と、自己省 察 に よって 己の内 面 を磨 くこ ととを結び つ け る哲 学
が あ る。それ は とくに 「女性 に適 した哲学 」で あ ると され る。創 業 者 のMaryKayAsh
は 、 自伝 に この考 え方 をつ ぎの よ うに記 して い る。.
わた した ちは ただの化粧 品 ビジネ スで はな く、人 び との ビジネ ス なの だ。人び と
に も とつ く会 社 と して、 わた した ちの 目標 は、女性 に機 会 を提供 す るこ とに あ り、
よいス キ ンケア の方 法 を教 える こ とで 、わた した ちは さま ざまな女性 の要求 を満 た
す こ とが で き る。別 の言 い方 をす る と、わた した ちが活動 す る理 由は、人 び とに人
生 をゆた か にす る機 会 を与 える こ となの であ る(Ash,1981:203)。
この よ うに、メア リー ・ケイ社 の よ うな企 業 では 、女性 がは た ら く機 会 、美 しく
な る機 会 を提供す るこ とに重点 がお かれて い る。
4.3.家 族への ケア
さらに、タ ッパ ー ウェア社や い くつ かの調 理器 具 の企 業 では、それ らの製 品が家
族 の健 康 を守 る こ とを強調 してい る4)。た とえば、 ホー ムイ ンテ リア ・ア ン ド ・ギ
フ ツ社 の製 品 は、家族 のた めに温 も りを生み だ し、環境 をケアす る よ う設 計 され て
い る とい う。創 業者 のMaryClowleyは、 自社 の提供す る製 品が い かに こ うした機1
能 を備 えて い るか につい て、つ ぎの よ うに記 して い る(Crowley,1974:105)。
心理 学者 は、人 間は あ る程度 の安 らぎを もつ環境 を作 りた が ってい る とい う。そ
して教 育学者 は、子供 がベ ッ ドに入 る前 に見 る最 後の もの と、朝 一番 に見 るもの と
が、子供 の人 生 に大 き く影響 す る こ とを教 えて くれ る。そ こで私 た ちは、子 供部 屋
に可愛 い小 さな額 縁 と、棚 と、キャ ン ドル をかか げ な さい と母親 に勧 めて い る。キ
ャン ドル ライ トに祈 りを さ さげ る こ とが、家 族 の記憶 を作 るた めの大切 な 時間 とな
るので あ る。
Crowleyの哲 学 は、 アム ウェイ社 、 メア リー ・ケイ社 、 シャ ク リー社 な どの創 業
者 と同 じよ うに、著書 の 中に成 文化 され てお り、多 くの販売員 に読 まれ てい る。
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5.企 業 理 念 とニ ュー エ イ ジ思 想
以 上 、連鎖 販売 にみ られ る企 業理 念 の特徴 を、 「ア ン トレプル ナ、リズム」 と 「製
品 のイデ オ ロ ギー 」の2つ の側 面 に注 目して整 理 して きた。これ を受 けて本節 では、
そ の特徴 を、ニ ュー エイ ジ思想 との異 同で考 えて みた い。つ ま りその理 念 は、ニ ュ
ーエ イ ジ とい う言葉 で概 念化 され る思想 と、どの点 で似 て非 な るのか とい う疑 問で
あ る。
5.1.ニ ュー エイ ジ思想の構 成要 素
宗 教社 会学 者 の伊 藤雅 之 は、 ニ ューエ イ ジに関 す る主要 な議論 を詳細 に検 討 し、
この概 念 の もつ構成 要素 を整理 して い る。 それ に よる とニ ュー エイ ジ の世界観 は 、
大 き くつ ぎの3っ の要 素 か ら成 りた ってい る。つ ま り、(1)ス ピ リチ ュア リテ ィ
(spilituality)、(2)個人 の意識変容 、(3)全体論(holism)であ る(伊 藤,2003:1章)。
まず 、 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 とは、 霊的 、精神 的 、宇宙 的 な どの意 味 をふ くむ
が 、具体 的 には 、オカ ル ト、 ヒー リング、瞑想 とい った もの にふれ る傾 向 を さす。
つ ぎに 、個 人 の意識 変容 とい うの は、俗 にい う 「自己啓 発」や 「本 当の 自分探 し」
な どが相 当 し、外 的 な対 象へ の崇 拝 よ りも、内面 の探求 に重 点 をお く こ とが特徴 と
され る。最 後 に 「全 体論 」 とは 、た とえば人 間 と人 間以外 、公 と私 、物 質 と精神 の
よ うに、通 常 は二元論 的 に捉 え られ が ちな もの を相互 に結 びつ け て考 え る、一 元論
的 な思考 の こ とをい う。
ふ つ うに考 えれ ば、これ らの3つ の 要素 がセ ッ トに な って 「ニ ュー エイ ジ」の世
界観 を構 成 して い る とみなせ よ う。た とえば、(1)スピ リチ ュアル な もの とふ れ あ
うこ とで、(2)自己を内面 か ら変 革 し、(3)心と体 が一 体化 した よ うな認識 にい た
る とい った具 合 であ る。だが む ろん、それ はひ とつ の理念 型 で あって 、相応 に ニ ュ
ーエ イ ジ的 な思想 が広 ま って い た と して も、現 実の社会 で 「純粋 な」形態 はそ うそ
うみ られ る もの ではな い。実 際、伊藤 も、現 実の社 会現象 を考 察す る さい には 、そ
れ ぞ れ の要素 に 関 して 「どの程度 ニ ューエ イ ジ的か 」を分 析す る ことが有効 な アプ
ロー チ だろ うと指摘 してい る。本稿 で もその考 え にな らい、要 素別 に検 討す る こ と
に よって 、連鎖販 売 でみ られ る理念 の大 まか な傾 向 をつ かむ こ とに したい。
5.2.企 業理念 の構成 要素
す で にみ た よ うに、 連鎖販 売 にみ られ る企 業理 念 は、 「ア ン トレプル ナ リズ ム」
と 「製 品のイ デオ ロ ギー」 とに大別 され る。前 者 はア メ リカ文化 の伝 統 と もい うべ
き、(a)開拓 者精神 と、(b)キリス ト教 の 黄金律 とが結 びつ い た もので あ る。後者
は主 と して 、(c)環境志 向 ・健 康 主義 、(d)自 己啓発 、《e)家 族 へ のケ ア とい う、
3つ のイ デオ ロギー に分 け られ る。
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表1は 、この業界 を牽引 して きた 代表 的な5つ の企 業一一 ア ム ウェイ社 、メア リ
ー ・ケイ社 、シ ャク リー社 、 タ ッパ ー ウェア社 、ホームイ ンテ リア ・ア ン ド ・ギ フ
ツ社一 一 が、(a)から(e)ま で の5つ の要素 を どの程度 強調 してい るの か を、出
版 物 の 内容 な どか ら判 断 して 、便 宜 的 に整 理 した もので ある。む ろん厳 密 な もの に




欝撃二弾 糊 欝 妻灘饗・1;鍵 鷲 癌 麟
犠灘 喋___薫 鎌1、二盤 響葵羅鞭
く、顔 勿叙 ・
驚漁燃
アムウェイ社 ○ ○ ○ ○ ○
1
メ ア リー ・ケ イ 社 ○ ○ × ○ △
シ ャ ク リー 社 × ○ ○ △ △
タ ツパ ー ウェ ア 社 × × ○ △ ○
ホ ー ム イ ンテ リア ・
ア ン ド ・ギ フ ツ社
× ○ × △ ○
※:○=か な り強調する、△諏どちらともいえない、x=あ ま り強調 されない
これ らの うち、いずれ の要 素が 強調 され るか は、創 業者 の 出 自に よって 大 き く変
わ って くる。 アム ウェイ社 の2人 の創業 者、RichardDeVbsとJayVanAnde1は、訪
問販 売業 をお こな うニ ュー トリライ ト社 の販 売員 か ら独 立 した企 業家 で あ り、開拓
者 精神 を強 く強調 してい る。 シャ ク リー社 の創業 者Fo∬estShakleeは、ホ リステ ィ
ック医学(holisticmedicine)を修 めた ドクター で あ り、製 品 のイデ オ ロギー には、
こ の意 味 で の全 体論 的 な思想 がか な り徹 底 してい る とみ て よい5)。タ ッパー ウェア
社 の創 業者EallSilasTupperは、 も とはデ ュポ ン社 の研 究員 で あ り、1951年に
BrownieWiseとい うセ ール ス ・ウー マ ン と出会 っ た こ とで現在 の 会社 を は じめた。
彼 女 の影響 か ら、そ の理念 は家族 へ の ケア を基 調 として い る。 メア リー ・ケイ社 の
創 業者MaryKayAshと、ホー ム イ ンテ リア・ア ン ド・ギ フツ社の創 業者MaryCrowley
は、遠 縁 の親 戚 関係 にあた り、 ともにス タ ン.リー ホー ム ・プ ロダ クツ社 の商 法 に ヒ
ン トを えて創 業 して い る。Ashは企業 家 として も有名 で あ り、開拓者 精神 と自己啓
発 的 な理念 を ともに強 調す るが 、Clowleyの場合 はむ しろ、敬度 な ク リスチ ャン と
して有名 で 、企業理 念 には家族 へ の ケア とキ リス ト教 の黄金 律 とが 強 く前面 に押 し
だ され てい る。
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5.3.「 全体 論的精神性 」
では 、以 上の整 理 を も とに、連鎖 販売 の理念 とニ ュー エイ ジ の思想 とを照 ら しあ
わせ てみ よ う。 まず 、(1)のス ピ リチ ュア リテ ィ とい う観 点 か らみ た場合 、 「ア ン
トレプル ナ リズ ム」 も 「製 品 のイ デオ ロギー」 も、基本的 には世俗 的 ・物 質 的 な欲
望 に基づ く理 念 であ り、霊的 ・精神 的 ・宇宙 的 とい ったス ピ リチ ュアル な側 面 はあ
ま りみ られ な い。 とはい え、(c)環境 志 向 ・健康 主義 の 中 には、 「ヒー リン グ」や
「癒 し」 とい った意味 での ス ピ リチ ュア リテ ィが含 まれ る場合 が あ る。
つ ぎに、(2)の個人 の意 識変 容 とい う観点 か らみ た場合 は 、 「製 品 のイ デ オ ロギ
ー」 の 中の(d)自 己啓発 の項 目がそれ に相 当 し、5つ の企 業 の どれ もが 相応 に、
製 品の愛 用 に よって個人 の 内面 が変 わ る とい う考 えを強調 して い る。 もっ とも、こ
れ には大 き く2つ の意 味が あ り、「心 が穏や か にな る」 とい った 意味 と、「過 去 の 自
分 を乗 り越 える」 とい った意 味 に分 け られ る。 これ は企 業理 念 に(a)、開 拓者 精神
を どれ だ け含 むか で変 わ り、ア ム ウゴ イ社 や メア リー ・ケイ社 で は、後 者 のr超 越
す る」(tlanscend)意味 あい が強い。
最 後 に～(3)の全 体論 とい う観 点か らみ た場合 だが 、これ も要 素 の組 み あ わせ に
よって 、大 き く2種 類 の全体 論 的思考 を読 み とる こ とがで き る。 ひ とつ は 、 「製 品
のイ デ オ ロギー」に含 まれ るもの であ り、製 品の愛 用 に よって心 と身 体 が と もに豊
か にな る とい うもので あ る(心 身 の統合)。も うひ とつ は、「ア ン トレプル ナ リズ ム」
と 「製 品のイ デオ ロギー 」 とが結 びつ く ことに よって、 ビジネ ス活 動 が 「教 える」
や 「分 か ちあ う」 とい った奉仕 活 動 に もな る とい うもの で あ る(公 私 の統 合)。 そ
して、いずれ の企 業 にお いて も、前者 ない し後者 の意 味で の全体 論 的思 考 はか な り
強 く強調 され てい る。
以 上 を総合 す る と、連 鎖販 売 にみ られ る理念 は、(1)のス ピ リチ ュア リテ ィにつ「
い ては あま り当て はま らな いが、(2)の個人 の意識 変容 につ いて は相応 に あて はま
り、(3)の全 体論 につ い てはか な りの程度 当ては ま るもの とい える。そ して 、そ う
で あ るな らば、連 鎖販 売 の理 念 を 、ニ ュー エイ ジの思想 と単 純 に重ね あ わせ るこ と
は 、 もはや難 しく感 じられ るはず で ある。
な らば、企 業理 念 に共通す る特徴 は、どの よ うな言葉 で概念 化 す るの が よ りふ さ
わ しい だろ うか。この点 で参考 に な るのが 、宗 教社会 学者 のJ.Beckfordが提 唱す る
「全体論 的精神 性 」(holisticspirituality)とい う概 念で あ る。
Beckfordによる と、 「全 体論 的精神 性 」 は、宗教 現象 とい うよ りは、文 化現 象 と
呼ぶ にふ さわ しい もので あ る。そ の特徴 は、全 体論 的な もり の見方 、た とえ ば 「人
と人以 外 、公 と私 、心 と身体 、国家 と国 際性」 とい った もの の相 互連 関 を強調 す る
が、しか し超 自然 的 な もの を志 向す る こ とは な く、 リベ ラル で寛容 な考 え方 を もっ
とされ る。そ してそ の見方 は、先進 諸国 にみ られ る、近年 の もっ と も重要 な認識 の
変化 と して、制 度宗 教 の内側 だ けで な く、私 たち の暮 ら しの さま ざま な領 域 に浸 透
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して き てお り、 「医療 、 ス ポー ツ、 レジ ャー、教 育 、平和 、 エ コ ロジー 、死や 喪 失
(grieving)、セル フヘ ル プ、 ジェ ンダー、人以 外 の動物 との 関係 、 ソー シャル ワー
ク、管理者 教育 」な どのテ ーマ につ いて の考 え方 に 、強い影 響 をお よぼ してい る と
し、う(]Beckfold,1992:17-18)。
要 す るに、通 常は 二元論 的 に区別 され てい る もの を 「丸 ご とひ とつ の もの」 と し
て考 え る傾 向 が強 まった とい うの だが、この概 念 を採 用 す る こ とによ って、企業 理
念 に共通す る特 徴 を拾 い あげ る こ とがで きるばか りでな く、個 々 の企 業 にみ られ る
相違 点、す なわ ち、同 じ連鎖 販 売で も、なぜ アム ウェイ社 が 「宗 教的 」 とみ な され
や す く、タ ッパ ー ウェア社 が そ うみ な され に くい のか とい った疑 問 につ いて も、一
定の説 明が可能 になる もの と思 われ る。 最後 に、そ の こ とを検討 してお こ う。
5.'4.宗教 性の 「足 し算 」
今 まで の分 析 か ら明 らか な よ うに、連 鎖販 売 にみ られ る企 業理 念 は、少 な く とも
要素 と してみれ ば、一 般 的 な社 会 通念 と極 端 に異 な るもの では ない。 「家 族 を大切
に しろ」 「お金 は大切だ 」「化粧品 で身 も心 も美 しく」 「健康 と自然 にや さしい製 品 を
使 お う」一一 この よ うな メ ッセー ジは 、私た ちの身 の回 りをみ わたせ ば 、い くらで
もみつ け られ るものだ。そ して この点 が、連 鎖販売 にお け るビジネ ス活動 と、 それ
以外 の社 会運 動や布 教活動 とを分 かつ 、大 きな ちが い といえ る。 つ ま り連 鎖販 売で
は、人び とを 「オル グ」 した り、転 向や 改宗(conversion)した りす る必 要は決 定的
に少 ない。この こ とを心理学者 のCharlesPaulConnは、つ ぎの よ うに説明 してい る。
ダイ レク ト ・セー ル ス[=連 鎖販 売 の]企 業は 、長年 にわ たっ て"ブル ー カ ラー
の会社"と い うイ メー ジ を強 く持 たれ てい る。 一 般大 衆 はダイ レク ト ・セ ール ス会
社 とい うと、家計 を助 け るため に洗剤 や聖 書 あるい は真 空掃 除機 な どを訪 問販 売 で
売 り歩 く失 業者 、学生 アルバ イ ト、主婦が集 まる会社 を連想 す る、 とい ういず こ も
同 じ状 況 で、 アム ウェイ は その よ うな 「持 た ざる者 た ち」 の欲望 を組 織 して ゆき、
の ちに は社会 的 に比 較 的 高い 地位 にあ る者 た ち を もそ の版 図 に収 め る よ うにな っ
てい った(Conn,1978=1984:220)。
Connが指 摘す る よ うに、連 鎖販 売 を採 用す る企業 の多 くは、「成 功 はお金 で あ る」
とい う、現存 す る社会 的 な信念 を強調 し、 活用す る ことで発展 して きた。 っ ま り、
裕福 で ない人 には収 入 の可能 性 を提供 す る一一方 で、巨額 の稼 ぎ手 を大 々 的 に賞 賛す
る方 法 を とって きた。た しか に、富の 蓄積 が社会的 な信頼 と自尊 心 とを もた らす と
い う考 え方 が一般 に受 けいれ られ な けれ ば、今 日の連鎖販 売 が小 売業 の一 翼 を担 う
こ ともけ っ して なか っただ ろ う。 この意 味で は、連鎖 販売 は ま った く'「宗 教的 」 と
は い えない。
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しか しな が ら、要素 間 の結 びつ きに 目を向 けた場合 、そ こか らは別 の姿 が浮 かび
あがっ て くる。す なわ ち、複 数 の要素 が結 びつ き、統合 され るにつ れ て、製 品 を愛
用 し、 それ を人 にす す め る行為 は 、 「転 向」や 「改 宗」 に近 い意 味 あい を帯 び てい
くことにな る。た とえば 、ア ム ウェイ社 の企業理 念 は、表1で み た5つ の 要素す べ
て を強 く強調 してい る。 「ア ン トレプル ナ リズ ム」 にお いて は、(a)開拓 者 精神 と
(b)黄金 律 とが密接 に結 びつ い てお り、 「製 品のイ デ オ ロギー」 にお い て も、(c)
環境 思考 ・健 康主 義 、(e)自己啓 発、(e)家族 へ のケア とい った イデ オ ロギー がす
べ て強調 され てい る。'
これ は もちろん 、ア ム ウェイ社 の取 りあつ か う製 品 の幅 が、同 業他社 に比べ て圧
倒 的に豊 富 だか らなの だが(表2)、 この ちが い は、連 鎖販 売 の宗教 性 を考 える う
えで決定 的 に重 要 であ る。 とい うの も、単一 のアイ テム 、た とえば化粧 品や 食器 を
愛用 す る く らいな ら、人 は誰 で も 日常的 にお こなって い るだ ろ うが、ア ム ウェイ社
の場合 は 、あ りとあ らゆ るアイ テ ムを愛用 す る こ とにな るか らで あ る。っ ま り、生
活用 品のす べ てが 「アム ウェイ 色 に染 まって ゆ く」 と、それ は もはや製 品 の愛用者
で はな く、企 業 の信 奉者 へ と近づ い てい く。そ して企 業へ の信 頼 が絶対 的 な ものへ
と高 まれ ば、そ こか ら時 お り過剰 なセ ール ス トー クが 生まれ で た として も、なん ら
不思議 な こ とで はない ので あ る。
表2日 本アムウェイ社の取 り扱い製品の種類
1)石鹸、洗剤 、洗浄剤、医薬部外品、化粧品 ・化粧品用具、雑貨用品
2)ビタ ミン、 ミネラル、たん 白質 ・脂質等の栄養素、食物繊維 、ハーブ等 を主原料 とす る栄養補
給食品








11)コン パ ク トデ ィ ス ク 、 カセ ッ トテ ー プ 、 ビデ オ テ ー プ 等 の 映 像 ソ フ ト、 音 声 ソ フ ト
12)商品 カ タ ロ グ 、 リー フ レ ッ ト等 の 各 種 印 刷 物
13)イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 サ ー ビス 、 ソ フ トウェ ア 、 興 行 チ ケ ッ ト
日本アムウェイ社:法 定広告記載事項2005よ り作成
6.結 論 と今後の課題
本稿 で 考察 して きた こ とをま とめ る と、っ ぎの よ うにな る。連 鎖 販売 の企 業理念
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は、ニ ューエ イ ジ思想 とそれ ほ ど似 通 っ てい るわ けで はない。多 くの企業 に共通 し
て確認 で き るのは 、.小池 の指 摘す る積極 思 考 と、本稿 で確 認 した 全体 論 的思 考で あ
る。そ して本 稿 で は、後 者 の 「丸 ご とひ とつ に統 合す る」考 え方 が 、連 鎖販 売 を 「宗
教的 」にす る一 因 であ る と分析 した。この考 え方 を とる こ とで、連 鎖販 売 を採 用す
る企業 の なか で、なぜ特 定 の企 業 が 「宗教 的」 とみな され やす く、別 の企 業 がそ う
み な され に くいの か とい う疑 問 につ い て、一 定の説 明 が可能 に な る もの と思 われ る。
た だ し本 稿 では 、 もち ろんそ の 「宗教性 」 のす べ て を解 明 で きたわ け で はない。
本稿 で示 した のは あ くま で も一 端で あ り、と りわ け以下 の2点 につ い て は、今後 さ
らなる検 討 が加 え られ る必要 があ る。
第一 に、本 稿 では連 鎖販 売 にみ られ る企 業理 念 の核 とな る考 え方 を明 らか に しよ
うとした ため、ア メ リカ に本 拠 地 をお く伝 統的 な企 業5社 を中心 に あつ かっ て きた。
した が って、新 しく台頭 して きた企 業 の動 向につ い ては考 察 して い ない し、 また 、
「外 資系 」 として 日本 に流 入 して きた企業(分 社)と の相違 も考 察の将 外 にあ る。
創 業者 の ビジネ ス書 は一部 が 日本語 に も翻訳 され てい るが 、企 業理 念 の示 し方 ・伝
え られ 方 は、当然、文 化的 な背 景 の異 な る アメ リカ と日本 では、大 き くちが って く
る。 それ らをふま えた研 究 を進 め る ことが今 後 の課題 であ る。
第二 に 、本稿 で は創 業者 の記 した著書 を中心 に考察 した た め、販 売員 の 考 え方 に
っ いて はふれ て いな い。い うまで もな く、企業 理念 が どう示 され てい るの か とい う
問い と、それ を販 売員 が ど う受 け止 め てい るの か とい う問 いは 、ま った く別 の もの
だ。 とくに 日本 で は、創 業者 の考 え方 よ りも、俗 に 「トップ ・デ ィス トリビュー タ
ー 」と呼 ばれ る ビジネ ス成 功者 の考 え方 が重視 され る傾 向 が強 く、彼/彼 女 らの記
した出版 物や公 演 の記録(カ セ ッ トテ ー プやDVDな ど)が 、一 般 の販 売員 の あい
だ で広 く流通 してい る。 したが って今 後 は 、販 売員 に注 目した文 献 の探査 や調 査研
究 が必要 となるだ ろ う。
付記
本稿 は、文部省科学研究費補助金(特 別研究員奨励金)に よる研究成果の一部で
ある。
注
1)正 確 に は 、 ア ム ウ ェ イ 社 の 創 業 者 で あ るRichardDe～bsとJayVanAndelがニ
ュ ー ト リ ラ イ ト社 に 在 籍 し て い た 当 時 に 築 い た 販 売 グ ル ー プ の 名 前 、
"AmericanWayAssociation"から採 られ て い る。
2)企 業 の ウ ェ ブ ・サ イ トに は つ ぎ の よ うに記 され て い る。
AmwayはAmericanWayの 略 。 そ の 言 葉 どお り、 「ア メ リカ の や り方 」 とい う
意 味 で す 。AmericanWay一 ア メ リカ ら しい合 理 的 で 、公 平 な や り方 の こ と。
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さまざまな人 が集 ま り、一 つの国家が作 り上げたか らこそ、 アメ リカ とい う国に
は一つ のルールがで き上が りま した。 それ は、 目的を達成す るために、不必要な
先入観や条件 はつ けない、で も、 自分の力で、なにか を築 きあげなければ、決 し
て何 も得 るこ ともで きない とい うル ール です。 平等で あることを心 がけ、 自由を
愛す る。 しか し、それ は決 して勝 手気まま どい うことでは な く、一 人の大人 と し
て、 自分 自身 の行動 には責任 を持 った上での 自由なのです。ア ム ウェイは こ うし
たAmericanWayを大切 に します。努力すれ ば、それ に見合 った報 酬を得 るこ とが
で きます。 学歴 も男女の区別 も年齢 も関係 あ りません。自分 自身 を律 す ることが
で きる、 目的意識 を持 った人な ら、誰 で も、アム ウェイの ビジネ スを始め ること
がで・き るのです(http://www.amwavlive.com/myoffice/st/faq/sfaq_n12_aO1.h m1:アク
セス 日2007/10/03)。
3)大 まか な 目安 は、社 名 に表 れて い る。 すべ て には 当て はま らない が、 一般 に、
企業 家精神 を強 調す る場 合 は、ア メ リカ の成 功 の シンボル の も じ りで あ るこ と
が多 く、製 品 のイデ オ ロギー を強調 す る場合 は、創 業者 の人名 を社名 に冠 して
い る ことが多い。
4)この傾 向は、調理器 具以 外 に も、保 険 を製 品 とす る企 業な どに もみ られ る。た
とえば アー ト ・ウ ィ リア ムズ社 は 、 自分 のチー ム の保険 会社 に変 え るこ とで、
家族 に財政 的な安 心 を与 えるこ とを強 調 してい る。
5)ホ リステ ィ ック医学 とは、 日本 ホ リステ ィック医学協 会 の ウェブ ・サイ トに よ
る と、 「人間 をま る ご と全 体的 にみ る医学 」 とされ る。 この医 学 では、 健康 や
癒 しとは 「本 来、身体 だ けでな く、 目に見 えな い精神 ・霊性 も含 めた人 間 の全
体性 と深 く関係 が あ」る と考 え る。そ して これ は 「病 気 だ けに限 定 され る もの
で はな く、人 生 の中の 生老病 死 とい うステー ジ を考 え、病 を癒 してい くなかに
関 連 す る 、 あ ら ゆ る 分 野 の 『癒 し 』 も 大 切 に 考 え る 」 の だ と い う
(http:〃wwwholistic-medicine.oLjp/intro.htm:アクセ ス 日2007/10/03)。この点 か
らみ る と、シャク リー社 は本文 で整理 したニ ューエイ ジの3つ の構 成要 素 をす
べ て含 ん でお り、きわ めて 「二.ユー エ イ ジ的 」 な企 業 とい える。
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`Religiosity,ofMulti・LevelMa爵ke髄ng.Pla皿
一Throughthecomparisohwith`NewAge,.id母as一.
YoshimasaKmMA
Thispaperexamined.theaspectofcon¢ept .undellying`religiosity'.in
Multi-Level-Marke血gplan(MLM),bycomparingthecompanies.thatadoptMLMand
conceptunderlying`NewAge'moveme皿tsthatassumeacommonidealbackground.with、
MLM.ThisstudyfocusedonfivetraditionalMLM'scQmpanies(Amway,Shaklee,
Tupperware,MaryKay,andHomeInteriorandGifts),thedataoncorpolatewereobtained
frommajorprinteddocuments,suchasthefounder'sbooks,officialpamphlets,and.so.on.
Resultofexamination.showthatthecorpor郎econceptsand`NewAge'conceptsalenot
excessivelysimilar,butthecommonpoilltofbothis`holisticspirltuality'..Flomthis
perspective,wewillexaminethefollowingquestion:whyalesome琿LMcompanies
easilyregardedas`Ieligious',whileothersarenot..
